
会議名 第3回 池田市環境審議会（令和3年度第3回）議事録概要 

会場 市役所6階第5会議室 月日 令和3年11月17日（水） 

出席委員 

◎熊谷樹一郎、○庄田佳保里、藤田祥子、田中透、岡本文介、谷田成司、笹部雄作、岡田正文 

欠席 上岡典子、田中拓弥、柏葉三千子 

                                (会長：◎ 副会長：○) 

事務局 
市 

池田市市民活力部 髙木部長 

〃    環境政策課 矢野課長、杉本副主幹、椿主事、荒木主事 

調査担当機関 (株)総合環境計画 傍聴者 なし 

内容 

及び 

記録 

議題 池田市環境基本計画（第3次）の素案について 

■全体構成、素案全般 

 本編では、漏れなく、全てきっちりと盛り込んでいくことを重視し、概要版では、本編のページを

抜き取ったくらいのものではなく、市民の皆さんに理解していただくためのものが作れるとよい。

（庄田副会長） 

 概要版については、策定の段階ではこれでよいが、何をしたらいいのか、どういった考えでいた

らいいのかを伝えるような概要版の作成を継続の案件として扱っていくとよい。（熊谷会長） 

■Ⅰ章～Ⅲ章 

 1次計画の策定時には市民が参加して策定したということを明示して、市民の意見が反映された

計画だというところを、PRした方が良い。（田中透委員） 

 第2次計画の成果と課題は、実施主体がわかるような表現が必要。（谷田委員） 

 本年度実施している総合計画策定のためのアンケート調査結果のうち、環境に関連する部分を

抜粋し、市民が感じていることや、意見として盛り込んではどうか。（庄田副会長） 

 2次計画の成果と課題では、目標に対しての結果が表で示されるとわかりやすいのではないか。

（岡本委員） 

■Ⅳ章 

 環境目標像で、（4）自然の、共生のところに「さまざまな生き物たちが、身近に息づくまちに」の

「に」は不要。（藤田委員） 

 町の中の緑は、管理にも高いお金がかかり、危険も伴う。これを果たして池田市はどう捉えてい

くのか、位置づけが必要。（笹部委員） 

 所管が異なるが、「緑の基本計画」の中で緑の方向性を定めている。「緑の基本計画」との連携

を図っていく。（事務局） 

 池田が植木の町ということもあり、一つの事業の活性化の意味でも、生け垣助成を復活しても良

いのではないか。（藤田委員） 

 野鳥が餌を求めて飛んでくるような街中の街路樹、との記述があるが、鳥の糞のサルモネラでお

なかが痛くなるなど実害があるため、記載するのは難しいのではないか。（笹部委員） 

 五月山をどう守ることができるかも検討する必要がある。（藤田委員） 

 緑の話は複雑な面があるため、継続の審議ということで、本審議会でも注意深く見守っていくと

いうことで扱えればよい。（熊谷会長） 

 パートナーシップによる行動推進の中に、新たにできる市民活動交流センターのことも加えては

どうか。（谷田委員） 

 シビックテックという活動が活発化している。これはITの力を使って地域課題を解決しようという

市民活動で、こうした活動をするときに必要になる、行政のデータをオープンにしていってはどう

か。（谷田委員） 



 

 フューチャー・デザインという考え方が出てきている。こういった施策も検討いただくとよい。（谷

田委員） 

 環境基本計画に関連する計画を分かるようにしていくと、市民にとっては、これよりももっと具体

的な計画がまだあるのだと見て取れるのではないか。（庄田副会長） 

 大学生や高校生を中心とした若い人たちの活動が広がってきている。そうした動きとつながるた

めの施策を盛り込んでいっても良いのではないか。（庄田副会長） 

 10年後の未来に向けてということであれば、自動車、バス、自転車だけではなく、超小型モビリテ

ィーといわれるジャンルのものや、シェアリングエコノミーなども盛り込んでいくと良いのではない

か。（庄田副会長） 

■Ⅶ章計画の進め方 

 環境指標の表に、現状値を入れるとわかりやすいのではないか。（岡本委員） 

 市民参加型でありながら、過去のような一つの裁量で意見を吸い上げる形ではなく、意見を吸

い上げるもう少し流動的なシステム、仕組みをある程度検討しておけば、次の計画改定につな

がっていくのではないか。（笹部委員） 

 次の第4次計画の策定に向けては、小学校の総合の学習の取り組み状況などを蓄積していき、

計画に反映させるとよい。（庄田副会長） 
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